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特集

市政

ニュース

活かす
情報

よもやま

日記

まちの

話題

まちの

川次

Ｉ岡崎中央総合公園

・バリアフリーマップ作成中／高齢者･介護者支

　援事業を開始／学校で環境教室を開催

・染色講座一繊維センター

Ｉ市長の随想

皿市制施行日m年記念式典ノ御田扇神祭.／医療刑

　務所受刑者｢陶芸作品展｣／六ツ美西部小着衣泳

囮矢作北ブロック.／矢f乍|ﾋさわやか交流館
－　ａ　　ﾐ.㎜　　a　J＝.-丿血　血　　==特派員だより六ツ美ブロック／岡崎花火の唄

一枚の　固たつきの鐘（甲山サイレン塔）

写真から

まちかど固五万石おどり練習会
インタビュー--

人
声

ふるさと
探訪

お知らせ

襄表紙

固日本最高齢の五輪メダリスト／左右田秋男さん

Ｉ乙川はどうしてせき止めるのですか？

函にぎわった地蔵盆一中島町

函催し・講座・募集・相談・手続き・その他

圖第日回市民クラシックコンサート・第３回

　楽しい音楽講座

水のある空間一流水プール

　夏真っ盛り。康生通西にあるスポーツガーデン

の流水プールは連日、子どもたちが浮き輪やボー

トに乗って水にたわむれる姿が見られます。　１周

250メートルのプールのほかに高さ15メートル、長

さ60メートルの滑り台も子どもたちの人気を呼ん

でいます。流水プールの営業は日月31日困まで、

利用時間は午前1〔〕時から午後6時までです。

　　　　　　　スポーツガーデン昔巳3・1733

ｐ
｀
Ｆ

1／火
-
2／水

-
3／木

-
4／金
-
5／土

ｆ

>
Ｃ
　
＼

Ｉｌ
ｊ
Ｍ

Ｉ
ｙ

市政だより
,000

●

平成i2年8J･jIll

自主企叫展「描かれた人」（市美術館、～2011)

7i.万石おどり（市道伝馬町線･能川公I21|.M辺、午後7時～）

丘万石みこし（市m馬町線･植川公園閥辺､午後6時35分～）

佗火大会(乙川殿僑下流・矢作川河畔、r後７時~)

6／日

7／月

8／火　ａ遊m朝市（おかぎきａ遊館、午liijs時30分～)

9／水

10／木

11／金

12／±

13／日

14／月

15／火

16／水

17／木

18／金

19／土　ぶどうフェア（おかぎきａ遊館、～20 H)

20／日

21／月

22／火

23／水

24／木

25／金

26／土

27／日

28／月

29／火

30／水

農遊館朗市（おかざき農遊館、午前8 時30分~)

こどものためのコンサート（太陽の城、午後２時~）

サマーメモリーin岡崎21)01)（fil川公園ほか、午後４時～

8 時SO分）

リサイクルのli（リサイクルプラザ、午前９時～午後４時）

わんぱくフェスタin太陽の城（太陽の城、午tiiiio峙～午後
３時）

31／木　第8回市民クラシックコンサート(市民会館、午後6 ll馳5分～)

　　-＝、。、゛I　市政だよりおかざきはヽエコマーク認定の再生紙

　　－‥一Mr. H S E5 =

§に、環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月1日●
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一
、 一

い
心
卸
｀

｜

－

v
＜
？
＾
-
　
ﾂ
・
文
化
・
レ
ク
リ
ぷ
上
多
ソ
の
柵
話
謬合公

園

　
2
1
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
拠
点
施
設
が
進
化
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
を
満
喫
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
文
化
に
親

し
ん
だ
り
し
た
く
な
っ
た
ら
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
（
中
総
）
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
心
地
よ
い
風
が
駆
け
抜
け
る
森
の
中
、
自
然

と
調
和
し
た
各
分
野
の
施
設
が
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
さ
ら
に
新
し
い
魅
力
が
加
わ
っ
た
中
総
（
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
文
化
ゾ
ー
ン
）
を
紹
介
し
ま
す
。

函匪唾l

●ご利用は

　岡崎中央総合公園運営管理協会

　容25◆7887

●施設については

　中央総合公園事業室

　S23◆6247

●美術博物館については

　328◆５０００

【皿l

毎週月曜日(月曜日が祝日の場合は、

その翌日以降の休日でない日)、12月

28日～１月３日

｢露悪詞

●中央総合公園(各施設で異なります)

　4～10月　午前6時30分～午後9時

　11～3月　午前９時～午後９時

●美術博物館

６～９月　午前10時･

10～5月　午前10時～午後６時

　(入館は閉館の30分前まで)

3
・ ･ ・ ･ ４ ．



　
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
は
、
各
個
人
の
体
力

に
合
わ
せ
た
運
動
が
楽
し
め
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で
き
ま
す
。
施

設
も
、
市
民
球
場
、
総
合
体
育
館
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場
、
相
撲
場
、
運
動
広

場
な
ど
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
八
年
七
月
、
世
界
で
初
め
て
「
心
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
美
術
博
物
館
が
開
館
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
周
辺
に
は
石
の
野

外
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
恩
賜
苑
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
公
園
に
は
自
然
を
生
か
し

た
自
然
ゾ
ー
ン
「
健
康
の
森
」
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
や
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市道小美東梨球

テニスコート

総合体育館

ワ
ー
付
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
夜
間
照
明
な
ど

の
設
備
が
備
っ
て
い
ま
す
。

相
撲
場

　
屋
根
付
き
の
本
土
俵
一
面
と
、
練
習
土

俵
一
面
が
あ
り
ま
す
。
相
撲
大
会
な
ど
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

運
動
広
場

　
多
目
的
に
利
用
で
き
る
運
動
広
場
で
す
。

　
運
動
会
や
各
種
球
技
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
最
適
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ら

二
面
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
目
的
広
場

　
公
園
の
西
側
に
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
サ
ッ
カ
ー
練
習
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
展
示
会

場
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

　
最
近
で
は
、
広
場
横
に
遊
具
施
設
を
整

備
し
ま
し
た
。
家
族
連
れ
で
お
越
し
の
際

に
も
、
自
由
に
立
ち
寄
っ
て
利
用
で
き
ま

す
。

ブー
-

●

○ここここにｔ。ふ

人
と
の
ふ
れ
一
一
″
い
ｙ
菱
似

　
岡
崎
中
央
総
合
公
園
（
以
下
「
中
総
」
）

は
、
市
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
し
て
昭

和
六
十
一
年
に
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
中
総
は
、
2
1
世
紀
に
向

け
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
拠
点
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
総
は
、
面
積
一
八
九
・
三
か
の
大
規

模
な
広
域
公
園
で
、
い
く
つ
か
の
ゾ
ー
ン

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、
中
総
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
と
文
化
ゾ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

至田口町

岡崎中央総合公園

　施設案内図

？

心
地
よ
い
汗
巻
痴
す

総
合
体
育
館

　
総
合
体
育
館
は
、
体
育
館
棟
、
武
道
館

棟
、
錬
成
道
場
棟
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
の

四
棟
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
講

演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

市
民
球
場

　
二
万
人
収
容
可
能
で
ナ
イ
タ
ー
照
明
を

備
え
た
本
格
的
な
球
場
で
す
。
外
野
に
天

然
芝
、
フ
ァ
ウ
ル
グ
ラ
ン
ド
や
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ゾ
ー
ン
に
砂
入
り
人
工
芝
を
巧
み
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
千
二
百
人
収
容
で
き
る
観
客
席
を
備
え

た
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
が
一
面
、
一
般
コ
ー

ト
十
六
面
、
練
習
コ
ー
ト
二
面
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
完
備

し
て
い
ま
す
。

　
利
用
の
申
し
込
み
は
、
利
用
者
力
－
ド

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
岡
崎
中
央
総

合
公
園
運
営
管
理
協
会
へ
。

弓
道
場

　
距
離
二
十
八
び
の
近
的
十
二
人
立
ち
と

遠
的
六
人
立
ち
の
正
式
競
技
が
で
き
る
射

場
で
す
。
巻
藁
室
や
夜
間
照
明
も
備
え
て

い
て
、
控
え
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
の
諸

施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

　
距
離
三
十
肩
、
五
十
び
の
射
場
を
備
え

た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
、
更
衣
室
・
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
●



ト
レ
ー
ニ
ｙ
ク
寥

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
、
ラ
ボ
ー
ド
、
ス
テ
ア
ク
ラ
イ
マ
ー
、

ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
器
具
が
あ
り
ま

す
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
や
体
を
鍛

え
る
た
め
、
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

屁
陪
’
一
一
｀
　
一
回
券
　
三
百
十
円
（
四
百
六

十
円
）
、
一
ヵ
月
券
　
三
千
六
十
円
（
四

千
五
百
九
十
円
）
※
（
　
）
は
市
外
利
用
者

’
ｕ
ｉ
ｉ
ｕ
午
前
九
時
～
午
後
八
時
五
十
分

ｉ
ｒ
ｌ
駒
’
ｌ
‘
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

ｓ
ｓ
｀
ｓ
』
一
　
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
十
六
歳

以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

トレーニング室

●

辻千亜希さん

　
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
で
は
、

常
時
二
人
の

指
導
員
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の

か
た
は
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
一
回
に
つ
き
、
約
一
～
二
時
間
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
さ
れ
る
か
た
が
多
い
で
す
ね
。

　
設
備
も
十
分
整
っ
て
い
て
、
使
用
料
も

低
め
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主な中総実施事業

芒
あ
い
橋

　
来
園
者
同
士
が
出
会
う
場
所
と
し
て
名

付
け
ら
れ
た
「
で
あ
い
橋
」
が
、
こ
の
四

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
で
あ
い
橋
は
、
西
駐
車
場
と
総
合
公
園

体
育
館
前
の
広
場
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
橋
の
途
中
に
は
ベ
ン
チ
な
ど
が
置
か
れ
、

休
息
し
た
り
、
眺
望
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

工
夫
が
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
ま
す
の
で
、
夕
涼

み
が
て
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
交
流
と
、
人
の
ふ

れ
あ
う
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く
ら
れ
た

　
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
と
と
も
に
、
中
総
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　ストレッチ教室

中総では、下記の教室を開催しています。

詳しくは中総運営管理協会(萱25 ・ 7887)へ。

●ストレッチ教室

　日ごろ、疲労している筋肉に酸素を取り入れ

て、心身ともにリフレッシュさせるための教室

●ウォーキング教室

　歩くことによって運動量を確保する（普段運

動をしていない人）ための教室

●エアロビクス教室

　音楽に合わせて体を動かすことによって行う

有酸素運動を行う教室

Ｚ

Ｏ

Ｚ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｊ

２

Ｐ

Ｔ

○

Ｒ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｃ

Ｌ

Ｎ○

Ｈ

Ｃ

　武道館でジャズコンサートを開催します。

1111　9月16日出・午後６時開演

IIZEI　ケイコ・リー、ゴスペラーズ

※詳しくは、７月１日号の市政だよりを。

現在、管理協会などでチケットを発売してい

ます。
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恩
賜
苑
散
策
略

　
恩
賜
苑
は
、
日
本
初
の
石
製
品
を
テ
ー

マ
に
し
た
回
遊
式
の
日
本
庭
園
で
す
。
歩

き
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
美
術
博
物
館
南
出
入
□
か
ら
階
段
を
下

り
て
左
に
進
む
と
「
睡
蓮
の
浮
き
橋
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
恩
賜
池
の
中
ほ
ど

に
架
け
ら
れ
た
木
の
浮
き
橋
で
ベ
ン
チ
も

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
を
渡
っ
て
、
表
門
を
く
ぐ
る
と
恩
賜

苑
の
「
渓
流
の
庭
」
に
入
り
ま
す
。
左
手

＼　＼
　＼

．44 濡鱗彫石燈蔽
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46 萍m寺形石燈－

に
折
れ
て
石
段
を
登
る
と
、
四
阿
「
石
眺

亭
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
岡
崎
特

産
の
石
製
品
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
瓦
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2 fdノl¥形石燈嶮

●

EIZ11面積n,000平方訟、

四阿４つ、石灯爺43基、手

水鉢６個

所要時間は約20～30分

bO ？光寺形石燎Sfc

池は、昭和９年に周辺の農家
　　　　　Ｊ　●　、－．

の渇水対策のため、天皇からの御下賜金により完

工し、「恩賜池」と名付けられました。その池の

恩賜苑から美術博物館を望む

周辺の庭園ということで、恩賜苑となりました。

　
途
中
、
恩
賜
苑
で
出
会
っ
た
渾
村
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
「
一
歳
半
に
な
る

息
子
と
訪
れ
ま
し
た
。
恩
賜
苑
は
、
散
歩

に
最
適
な
場
所
で
よ
く
訪
れ
ま
す
よ
。
こ

こ
は
、
近
代
的
な
建
物
の
美
術
博
物
館
と

自
然
が
調
和
し
て
好
き
な
場
所
で
す
」

　
池
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
と
四
阿
「
湖

眺
亭
」
が
あ
っ
て
、
こ
の
周
辺
は
「
眺
望

散
策
の
庭
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
山
頂
に
あ
る
四
阿
「
原
山
居
」
を
目

指
し
ま
す
。

　
緑
に
生
い
茂
っ
た
木
々
に
囲
ま
れ
、
階
段

を
登
っ
て
い
く
と
山
の
頂
上
部
分
に
達
し
ま

し
た
。
山
頂
に
あ
る
「
厄
山
居
」
は
、
南

北
に
眺
望
が
開
け
、
美
術
博
物
館
や
反
対

側
の
市
街
地
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
再
び
、
四
阿
「
博
眺
亭
」
を
目
指
し
て

下
り
、
「
せ
せ
ら
ぎ
の
庭
」
へ
向
か
い
ま

す
。
せ
せ
ら
ぎ
の
庭
に
は
、
鮮
や
か
な
色

を
し
た
芝
生
が
生
え
て
、
流
れ
る
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
出
口
は
す
ぐ
近
く
、
「
日
影

棚
」
や
「
波
の
造
形
」
を
通
り
西
出
入
□

に
着
き
ま
す
。
時
に
は
日
常
か
ら
離
れ
、

恩
賜
苑
を
歩
い
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

i美術博物館

●

せせらぎの庭

　　四阿「湖眺亭」

Ｌ

恩賜苑でお会いした渾村由佳さんと

諒太朗くん

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

　
美
術
博
物
館
の
東
側
の
山
あ
い
に
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
利
用
が
無
料
で
楽
し
め
る

広
場
が
あ
り
ま
す
。
簡
易
炉
七
基
と
ベ
ン

チ
、
水
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
貸
し
出
し
備
品
　
鉄
板
四
百
円
、
網
三

百
円
、
木
炭
三
♂
六
百
円

申
込
先
　
中
央
総
合
公
園
運
営
管
理
協

会
容
一
ａ
・
７
８
８
７

市政だよりおかざき2000年(平成12年)8月１日ｅ



１パーベキJI ―場
　　健康の森

　　　　ゾ

　　　　／　＼19占野ツ腎

1で^^.ヤヤ
ぬ諦

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
Ｓ
が
歩
淑
ｙ

８

　
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
後

の
安
ら
ぎ
も
ま
た
、
中
総
の
魅
力
の
一
つ

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
西
ゾ
ー
ン
と
文
化
ゾ
ー

ン
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
は
、
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
総
合
体
育
館
か
ら
美

術
博
物
館
に
向
か
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　
中
総
の
で
あ
い
橋
の
辺
り
は
、
ア
メ
リ

カ
フ
ウ
の
木
が
二
十
一
本
立
ち
並
び
、
右

側
に
は
総
合
体
育
館
や
市
民
球
場
な
ど
の

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
の

　　　せきちょうてい

　　　石眺亭

　6 織部形石燈蔽

5 四方仏形石燈嶮･

腰蓮のif-檎（

･'p.バー.ベキュー広場

　　　.／

舗
装
は
、
蛇
行
す
る
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
石
張
り
舗
装
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
遊
歩
道
の
中
央
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
橋
に

着
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
Ｉ
″

　
橋
を
過
ぎ
る
と
芝
が
生
え
て
い
て
、
一

時
の
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
部
分
は
、
「
風
の
道
」
と
呼
ば
れ
、

左
側
に
は
八
基
の
風
車
、
右
側
に
は
ユ
リ

ノ
キ
が
十
八
本
立
ち
並
び
、
心
地
よ
い
風

が
通
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。
芝
生
広
場
と

百
び
丸
太
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
終

点
の
美
術
博
物
館
の
前
に
は
、
霧
の
出
る

ミ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
集
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
は
、
結
婚
式
を

拳
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
爽
や
か
な
風

を
感
じ
な
が
ら
、
新
た
な
人
生
を
歩
み
だ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

結
婚
式
の
問
い
合
わ
せ
　
中
央
総
合
公

園
事
業
室
a
2
3
・
６
５
２
６

プロムナード(総合体育館側)

　
　
　
　
　
●

Ｉ
嵐
鸞
言
虎
渕
　
｛

’
．
心
い
’
　
の
漉
術
博
物
館

　
遊
歩
道
の
終
点
、
美
術
博
物
館
は
「
心

の
時
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
、
「
心
」

を
伝
え
、
「
心
」
を
語
る
美
術
品
を
収
集

し
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
入
っ
て
す
ぐ

に
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
企
画
展
に
関
し
た
専
門
誌
な
ど
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四阿「隠山居」から眺めた美術博物館

レストラン「セレーノj a28 ・ 01 41　●月曜休業

●営業時間　午前10時30分～午後10時

　
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
隣
接
し
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
」
が
あ
り

ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
市
の
ガ
ラ
ス
工
房
「
葵
」

で
制
作
さ
れ
た
花
瓶
な
ど
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
美
術
博
物
館
の
テ
ラ
ス
に

設
け
ら
れ
た
レ
ス
ト
ー
フ
ン
「
セ
レ
ー
ノ
」

で
は
、
眼
下
に
市
街
地
を
眺
め
な
が
ら
食

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
美
術
博
物
館
は
鑑
賞
だ

け
で
な
く
、
普
段
何
気
な
く
立
ち
寄
っ
て

も
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

　
な
お
、
美
術
博
物
館
で
は
、
九
月
三
日

日
ま
で
企
画
展
「
ク
ン
ト
ゥ
ル
ー
ワ
シ
神

殿
の
発
掘
～
ア
ン
デ
ス
最
古
の
黄
金
芸
術

～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
分
野
の
施
設
が
集
う
中
総

o

　
2
1
世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
中
総

は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

ミュージアムショップ｢クロスピアj 328 ・ ５００７
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「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
作
成
中

　
市
で
は
、
平
成
九
・
十
年
度
に
策
定
し

た
「
岡
崎
市
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
基

本
計
画
」
及
び
「
岡
崎
市
障
害
者
基
本
計

画
」
を
受
け
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
鉄
道
駅
舎
、
公
共
機

関
を
は
じ
め
と
す
る
市
街
地
の
各
種
施
設

や
店
舗
な
ど
に
お
い
て
、
障
害
者
用
設
備

の
充
足
状
況
を
地
図
と
い
う
形
態
で
広
く

紹
介
す
る
も
の
で
、
障
害
者
の
か
た
が
安

心
し
て
ま
ち
に
出
か
け
た
り
、
施
設
を
利
川

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
は
、
「
岡
崎
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

ぴ
あ
は
う
す
」
に
委
託
し
、
障
害
者
の
か

た
自
ら
が
ま
ち
に
出
て
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
代
表
の
鈴
木
孝
光
さ
ん
は
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
の
か
た
が
、

親
し
み
を
も
っ
て
利
用
で
き
る
マ
ッ
プ
に

し
た
い
。
自
分
た
ち
に
も
こ
れ
だ
け
の
も

の
が
作
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
お
見
せ

し
た
い
」
と
、
来
年
二
月
末
の
完
成
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
実
態
調
査
は
既
に
開
始
し
て
い

ま
す
。
訪
問
の
際
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

高
齢
者
及
び
介
護
者
支
援

事
業
を
開
始
し
ま
す

　
十
月
か
ら
高
齢
者
の
自
立
生
活
支
援
事

業
・
介
護
者
支
援
事
業
と
し
て
次
の
一
一
つ

の
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
対
象
者
　
市
内
在
住
の
調
理
な
ど
が
困

難
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

　
①
六
十
五
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

　
　
老
人

　
②
お
お
む
ね
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の

　
　
み
の
世
帯

　
内
容
　
一
週
間
（
上
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
に
一
回
、
自
宅
ま
で
谷
食
を
お
届
け
し
、

安
否
及
び
健
康
状
態
の
確
認
を
し
ま
す
。

　
負
担
金
　
一
食
＝
三
百
円

家
族
介
護
用
品
給
付
事
業

　
対
象
者
　
市
内
在
住
（
介
護
保
険
対
象

施
設
入
所
者
は
除
く
）
で
常
時
紙
お
む
つ

を
必
要
と
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た

　
①
六
十
五
歳
以
ｈ
の
ね
た
き
り
老
人
な

　
　
ど
見
舞
金
受
給
者
及
び
そ
れ
と
同
等

　
　
の
状
態
に
あ
る
か
た

　
②
四
十
～
六
十
四
歳
の
介
護
保
険
給
付

　
　
対
象
の
か
た

　
内
容
　
介
護
に
必
要
な
紙
お
む
つ
の
購

入
助
成
券
（
一
ヵ
月
三
千
円
）
を
給
付
し

ま
す
。

※
　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
の
事
業
も
、

八
月
一
目
か
ら
長
が
課
長
が
福
祉
班
（
萱

2
3
・
6
1
4
7
）
ま
た
は
、
各
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
お
か
ざ
き
市
民
便
利
帳

ト
九
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
。

「
学
校
で
環
境
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す

　
環
境
保
令
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市
職

員
に
よ
る
、
環
境
に
関
す
る
講
義
や
実
験

教
室
を
市
内
の
小
中
学
校
で
開
催
し
、
環

境
学
習
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
空
き
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
・
地
球
温
暖
化
問
題
・
生
活
排
水
問
題

な
ど
環
境
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
取
り

上
げ
、
担
当
部
署
（
環
境
保
全
課
・
環
境

調
査
セ
ン
タ
ー
・
生
活
環
境
課
）
の
職
員

が
学
校
ま
で
出
張
す
る
も
の
で
す
。

　
第
一
回
「
学
校
で
環
境
教
室
」
を
、
広

幡
小
学
校
で
開
催
し
、
「
水
の
き
れ
い
さ

調
べ
」
な
ど
水
に
関
す
る
四
つ
の
テ
ー
マ

心／

市政だよりおかざき2000年(平成12年)８月１日ｅ



染
色
講
座

　
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、
あ
な
た

も
染
物
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
岡
崎
市
繊
維
セ
ン
タ
ー
で
は
、
天
然
染

　
　
　
●

料
と
化
学
染
料
の
違
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に

染
色
の
基
礎
知
識
を
学
習
し
、
実
習
を
通

し
て
染
色
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
日
時
　
一
班
＝
９
月
４
日
～
1
0
月
1
6
‐

の
毎
週
月
曜
‐
（
1
0
川
９
日
は
休
講
）
二

班
－
９
月
８
‐
～
1
0
月
2
0
日
の
毎
週
金
曜

‐
（
９
月
1
5
日
は
休
講
）
そ
れ
ぞ
れ
午
前

９
時
3
0
分
～
1
1
時
4
0
分
ま
で
の
六
日
間

　
場
所
　
岡
崎
市
繊
維
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
愛
知
県
技
術
指
導
員
　
白
井
政

二
氏

　
募
集
人
員
　
各
班
1
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
二
千
円

　
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
（
昔
5
3

・
4
5
5
1
）
で
繊
維
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
6
日
南

回 月日 講　座 実　　習

①
9／4
９／８

化学染料と天然染料との比較
　(講義のみ)

②
９／目
9/22

染色の準備と用　精練・漂白
具及び材料

③
9/18
9/29

化学染料と材料
の知識剛

標準液の作り方

剛

④
9/25
10/6

化学染料と材料
の知識(2)

標準液の作り方
(2)

ふ　10/2聊　10/13
色と色合わせ
色の補正

イメージカラー
の処方

　　　10/16 1 柄の作り方
⑥　10

/20 i
作成した処方で
染色

｜第419回

カ
ナ
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
さ

れ
る
外
来
語
で
あ
る
。
私
も
什
事
柄

止
む
な
く
使
う
こ
と
が
あ
る
が
、
果

た
し
て
年
輩
の
か
た
に
う
ま
く
意
味

が
伝
わ
っ
て
い
る
か
と
心
配
な
と
き

が
あ
る
。
職
員
に
も
最
小
限
に
す
る

よ
う
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
言
っ
て
い

る
が
、
ど
う
し
て
も
使
わ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
各
世
代
、
得

手
な
部
分
と
不
得
手
な
部
分
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

両
者
が
交
流
す
れ
ば
い
い
の
だ
。

　
市
内
各
地
域
に
姓
設
中
の
さ
わ
や

か
交
流
館
は
、
年
輩
の
か
た
と
地
域

の
女
性
の
交
流
の
場
で
あ
る
。
こ
こ

で
開
く
年
雖
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
は

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

情
報
社
会
、
外
米
語
の
象
徴
の
よ
う

な
パ
ソ
コ
ン
に
果
敢
に
挑
戦
さ
れ
る

年
輩
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
駆
使
し
、
誰
も

が
簡
単
に
情
報
を
人
手
で
き
る
情
報

社
会
が
、
意
外
に
も
間
代
間
の
差
を

埋
め
る
「
キ
ー
」
に
、
い
や
「
鍵
」

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ソ
ラ
マ
メ
と
こ
も
は
ず
し

市
１
々
根
猿
大

　
あ
る
日
の
昼
休
み
、
市
の
管
理
職

が
若
い
職
員
に
「
技
豆
を
そ
の
ま
ま

に
す
る
と
何
に
な
る
？
」
と
質
問
を

し
た
。
し
ば
ら
く
考
え
、
そ
の
職
員

は
「
ソ
ラ
マ
メ
に
な
る
ん
じ
ゃ
あ
な

い
で
す
か
」
と
答
え
た
そ
う
だ
。

　
枝
豆
が
大
豆
に
な
る
の
を
知
ら
な

い
こ
と
を
非
難
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
驚
い
た
。
成
程
、
農
作
物
を
育

て
る
こ
と
も
な
く
、
野
菜
は
パ
ッ
ク

詰
め
し
か
兄
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

こ
う
勘
違
い
し
て
当
然
か
。

　
ま
た
、
初
冬
に
松
の
幹
に
こ
も
を

巻
い
て
冬
眠
し
よ
う
と
す
る
害
虫
を

寄
せ
て
お
い
て
、
春
先
に
害
虫
が
付

い
た
こ
も
を
外
し
害
虫
駆
除
を
す
る
。

　
「
こ
も
は
ず
し
」
の
言
葉
面
だ
け
聞

い
て
、
「
旨
そ
う
で
す
ね
。
食
べ
て

み
た
い
」
と
言
っ
た
若
い
職
員
が
い

た
そ
う
だ
。
彼
に
は
「
こ
も
は
ず
し
」

が
「
こ
も
は
寿
司
」
に
聞
こ
え
た
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
話
は
、
若
者
が
自
然
や

伝
統
行
事
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
一
方
、
年
輩
が
苫
手
な
の
が
力
夕



の話題

市
制
施
行
八
十
四
周
年
を
祝
う

　
一
‐
、
岡
崎
市
制
施
行
八
ト
四
周
年
記

念
式
典
を
、
巾
民
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
約
千
七
百
人
が
参
如
し
た
式
帆
ハ
で
は
、

中
根
市
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、
市
功
労
軒

の
故
前
田
正
に
氏
を
は
じ
め
、
自
治
、
教

育
、
産
業
、
民
生
、
保
健
術
生
、
納
税
、

十
本
交
通
、
消
防
の
芥
功
績
者
及
び
篤
行

者
の
六
－
六
人
の
か
た
と
十
二
の
団
体
の

皆
さ
ん
を
衣
彰
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓

祝
辞
、
岡
崎
巾
民
介
唱
団
と
参
加
行
令
八

に
よ
る
巾
歌
の
斉
唱
仝
行
い
、
最
後
は
万

歳
三
唱
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

堤通手ﾌﾟ

争″へ

「
扇
さ
ん
」
で
豊
作
祈
願

　
向
田
扇
帥
祭
は
約
四
百
年
の
歴
史
を
持

つ
豊
４
　
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
、
「
扇
さ

ん
」
の
々
ｎ
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
初

は
岡
崎
の
六
つ
の
手
水
（
行
政
区
画
）
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
六
ッ

美
地
区
の
二
ヵ
所
で
行
わ
れ
る
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
九
日
に

「
山
方
手
永
」
、

十
六
日
に
「
堤
通

手
永
」
で
行
わ
れ

扇
や
の
ぼ
り
の
行

列
が
に
ぎ
や
か
に

町
内
仝
練
り
歩
き

ま
し
た
。

｜

山方手永

　
、
ダ
’
゛
り
に
・
］
ハ
｝
巾

≒
諾
ふ

　
．
ｉ
．
１
．
一
｀
一
４
１
い
μ

＆
－

Ｓ
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社
会
復
帰
を
目
指
し
て

　
し
目
か
ら
元
‐
ま
で
の
ご
一
目
問
、
岡
崎

尚
に
会
議
所
で
、
第
ニ
ト
ニ
川
「
陶
芸
作

‥
川
腱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ぽ
し
は
、
岡
崎
医
療
刑
務
所
の
受

刑
者
た
ち
が
、
将
来
の
社
会
復
帰
と
更
生

を
誓
い
な
が
ら
製
作
し
た
手
作
り
の
陶
芸

４
　
‥
四
を
展
示
叩
売
す
る
も
の
で
、
「
社
会

仝
明
る
く
す
る
運
動
川
間
」
に
当
た
る
七

月
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
訪
れ
た
か
た
は
、
作
品
の
見
事
な
で
き

ば
え
に
感
嘆
し
な
が
ら
、
気
に
入
っ
た
も

の
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

着
衣
泳
で
自
分
の
身
を
守
る

－

　
皆
さ
ん
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
衣
服
を

着
た
状
態
で
も
冷
静
に
泳
ぐ
自
信
が
あ
り

　
六
ツ
美
西
部
小
学
校
で
五
目
と
六
日
、

夏
の
水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
水
難
事
故

時
に
も
慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
、
「
着

衣
泳
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
衣
服
を
着
た
ま
ま
次
々

と
プ
ー
ル
に
入
り
、
水
着
の
時
と
は
違
う

泳
ぎ
の
感
覚
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

４
’

一
’ 、

一



　lM^≫＠

　
夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
に
代
わ
っ
て
セ
ミ
の
声
が
に
ぎ
や
か

な
矢
作
北
小
学
校
。
校
庭
か
ら
平
針
街
道

を
挟
ん
で
南
西
に
矢
作
北
さ
わ
や
か
交
流

館
が
あ
り
ま
す
。
既
設
の
学
区
市
民
ホ
ー

ム
の
隣
に
さ
わ
や
か
交
流
館
が
併
設
さ
れ
、

一
屑
、
使
い
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　
咋
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
後
、
市
と
地
域

が
協
力
し
、
様
々
な
活
動
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
岡
崎
市

が
主
催
す
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
が
三
講
座
開

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
二
十
人
の
募
集
に

百
人
を
超
え
る
希
望
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
二
講
座
は
、
六
十
歳
以
上
の
か

た
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
津
々
で
、
講
師
の
話

を
熱
心
に
聞
き
、
子
ど
も
の
よ
う
に
目
を

輝
か
せ
て
実
習
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
矢
作
北
学
区
の
女
性
団
体
「
ナ

イ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
」
が
企
画
し
た
料
理
教

室
、
そ
ば
打
ち
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
た
り
、

長
寿
者
と
女
性
団
体
と
の
交
流
を
図
る
た

め
に
、
老
人
福
祉
施
設
「
や
は
ぎ
苑
」
を

訪
問
し
、
話
し
合
い
の
場
が
も
た
れ
る
な

ど
、
意
欲
的
に
連
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
者
室
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
か
た

が
、
毎
週
、
囲
碁
や
茶
道
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
私
が
訪
れ
た
日
は
、
囲
碁
の
メ

ン
バ
ー
の
か
た
が
、
部
屋
に
集
ま
り
和
や

か
に
碁
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
、
地
域
の
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
仲
間
を
増
や
そ
う
と
、
四
月
か
ら
初

心
者
の
た
め
の
囲

碁
講
座
も
始
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
、
講
師
を
依

頼
し
、
道
几
ハ
を
持

ち
寄
っ
た
り
し
て
、

手
作
り
で
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　
事
務
長
の
岩
月

さ
ん
に
お
話
を
伺

矢作北ブロック

つ
た
と
こ
ろ
、
「
地
域
主
催
の
活
動
は
、

ま
だ
魅
力
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
積

極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
技
術
や
知
識
を
教
え
て
く
だ

さ
る
か
た
を
求
め
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と

で
す
。

　
本
年
皮
は
新
た
に
、
四
ヵ
所
で
さ
わ
や

か
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
を
取
得
す

る
た
め
の
、
家
事
介
護
研
修
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
さ
わ
や
か
交
流
館
の

講
座
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ヘ
　
ア
ラ
ヨ
ー
イ
ヨ
イ
ナ
ー

　
　
五
万
石
で
も
　
ヨ
イ
く

　
　
岡
４
　
様
は
　
ア
ラ
ヨ
イ
セ
コ
ラ
セ

　
　
お
城
ナ
ー
下
ま
で
ソ
ー
ラ
ー
エ

　
　
船
が
着
く
ソ
コ
マ
カ
ヤ
ー
ト
コ
セ
ー

　
　
　
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ワ
イ
セ
ー

六ツ美ブロック

コ
レ
ワ
イ
セ
ー

サ
ア
ナ
ン
ダ
モ
セ
ー

　
夏
の
夜
空
を
彩

る
花
火
は
、
岡
崎

の
名
物
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
花

火
を
奉
納
す
る
時

に
歌
わ
れ
る
唄
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
私
の
化
む
中
島
町
で
も
、
神
社
の
ご

遷
宮
の
時
に
、
花
火
を
奉
納
す
る
唄
が
歌

い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

五
十
二
年
以
降
、
歌
わ
れ
る
機
会
も
な
く
、

そ
の
唄
を
知
る
人
も
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
元
の
郷
土
民

謡
研
究
家
で
あ
る
山
浦
義
人
さ
ん
は
、
こ

の
唄
を
、
ぜ
ひ
、
次
の
世
代
に
も
残
し
た

い
と
願
い
、
い
ろ
い
ろ
な
発
表
会
で
披
露

し
、
多
く
の
称
賛
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
山
浦
さ
ん
の
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、

菅
生
神
社
と
伝
馬
天
神
で
は
、
今
も
、
毎

年
の
お
祭
り
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

　
…
…
一
。
’
、

＼

　
　
８
旧

Ｉ
Ｑ
Ｑ
Ｃ
Ｏ

歴
史
は
、
文
献
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し

て
は
、
明
治
四
十
年
が
い
ち
ば
ん
古
く
、

箱
根
駕
龍
か
き
唄
と
伊
勢
嗇
頭
が
元
唄
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
江
戸

時
代
、
東
海
道
の
旅
と
お
伊
勢
参
り
が
流

行
し
た
こ
と
に
山
来
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
花
火
の
唄
は
、
行
き
と
帰
り
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　
花
火
は
、
戦
国
時
代
の
鉄
砲
の
火
薬
技

術
か
ら
発
展
し
た
も
の
ら
し
い
の
で
す
が
、

現
在
で
は
、
平
和
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
日
本
の
風
土
か
ら
生
ま
れ
た

岡
崎
の
花
火
の
唄
を
、
今
の
若
い
人
に
も

ぜ
ひ
聞
い
て
、
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
民
謡
に
は
、
流
行
の
ポ
ッ
プ
ス

や
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
演
歌
な
ど
と
は
一

味
違
っ
た
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
。

日
本
の
味
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
に
花
火
の
唄

が
歌
い
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)８月１日ｅ



『
揆
座
ｓ
ｉ
陪
Ｍ
ａ

聶
た
つ
き
の
鐘

　
（
甲
山
サ
イ
レ
ン
塔
）

　
昭
和
三
十
六
年
一
月
、
市
民
に
時
刻
を

伝
え
る
た
め
、
六
供
町
の
甲
山
に
『
た
つ

き
の
鐘
（
甲
山
サ
イ
レ
ン
塔
）
」
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
方
角
へ
も
、
よ
り
遠

く
ま
で
音
が
届
く
よ
う
塔
の
先
に
ス
ピ
ー

カ
ー
を
三
百
六
十
度
は
り
め
ぐ
ら
せ
て
あ

り
ま
す
。

　
当
初
、
こ
こ
か
ら
定
時
に
サ
イ
レ
ン
で

時
報
を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
六
年
二
月
か
ら
音
楽
放
送
に
変
更
し
ま

し
た
。
午
前
六
時
に
「
草
競
馬
」
、
午
後

六
時
に
「
七
つ
の
子
」
、
午
後
十
時
に
は

　
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
鐘
」
と
い
う

曲
が
流
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
騒
音
の
問
題
も
あ
り
、
時
報
を

や
め
、
ス
ピ
ー
カ
ー
も
す
べ
て
取
り
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

右／早川孝子さん（井田町）

中／野本美代子さん（井田町）

左／瀧本芳美さん（ｲ尹賀新(HI)

　
毎
年
３
人
で
練
習
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
本
番
も
団
体
で
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
五
万
石
お
ど
り
は
単
純
な
動
作
が
多
い

で
す
が
、
指
先
ま
で
集
中
し
て
手
の
動
き

が
少
し
で
も
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

本番にそなえて　五万石おどり練習会

｜

　７月12日(水)から夏まつりに向けて五万石おどりの練

習会が始まりました。第１回目の会場は市体育館。蒸

し暑い日でしたが、踊りを覚えようと約250人の皆さ

んでにぎわいました。

　きれいに踊れるよう真剣なまなざしで先生の動きを

見つめ、振り付けを一つずつ丁寧に練習していました。

μこ
７　－‘χ^
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榊原秀雄さん（矢作町）

　
毎
年
、
当
日
飛
び
入
り
連
で
参
加
し
て

い
ま
す
。
踊
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
特
に
竹

千
代
音
頭
は
楽
し
く
踊
れ
て
い
い
で
す
ね
。

　
　
。
踊
り
は
顔
と
腰
で
踊
る
″
の
が
私
の

モ
ッ
ト
ー
。
当
日
は
浴
衣
姿
で
頑
張
り
ま

す
。
飛
び
入
り
の
か
た
や
、
特
に
男
性
の

仲
間
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

山本豊葵さん

　(五万石おどり講師)

　
五
万
石
お
ど
り
は
動
作
が
優
雅
で
踊
り

や
す
い
の
で
、
初
め
て
の
か
た
で
も
簡
単

に
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
竹
千
代
音

頭
は
馬
に
ま
た
が
っ
た
竹
千
代
を
表
し
て

い
て
振
り
付
け
が
少
し
難
し
い
で
す
が
、

コ
ミ
カ
ル
で
楽
し
い
踊
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
元
気
に
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。

ｅ



の

ト

　最　高　齢

メダリス

本
輪

口
五

左右田秋男さん
(福寿町)

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
す
。

口
本
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、
あ
と
四
十
日
余

り
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

第
し
回
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

人
会
か
ら
第
ニ
ト
六
川

ア
ト
ラ
ン
タ
人
会
ま
で
、

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
栄

光
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
延

べ
三
百
九
人
。
こ
こ
岡

崎
に
、
第
ト
回
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
大
会
に
出
場
し
、

見
事
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

一
九
二
〇
年
の

た
日
本
最
年
長
者
が
健
在
し
て
い
ま
す
。

日
本
最
年
長
者
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
左
右

田
秋
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

　
日
本
選
手
団
は
総
勢
八
十
人
ぐ
ら
い
で

し
た
。
当
時
は
ま
だ
飛
行
機
が
一
般
的
な

乗
り
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
船
で
ア
メ

リ
カ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
私
は
ホ
ッ
ケ
ー

の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

　
ゴ
ー
ル
前
で
主
に
守
備
を
担
当
す
る
ス

イ
ー
パ
上
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
し
た
か

ら
、
攻
撃
の
時
に
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
五
輪
の
結
果
は

　
五
輪
は
三
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
、

イ
ン
ド
が
強
か
っ
た
。
結
果
は
イ
ン
ド
に

敗
退
し
、
ア
メ
リ
カ
に
勝
利
し
、
一
勝
一

敗
の
二
位
で
し
た
。
そ
れ
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　
メ
ダ
ル
を
見
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か

　
メ
ダ
ル
は
手
元
に
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
も

子
ど
も
も
死
別
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
市

に
寄
付
し
ま
し
た
。
現
在
は
六
名
の
市
体

育
館
に
展
示
し
て
あ
る
の
で
、
見
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
五
輪
後
は

　
早
稲
田
人
学
卒
業
後

は
生
ま
れ
故
郷
の
満
州

へ
行
き
、
南
満
州
鉄
道

に
就
職
し
ま
し
た
が
、

終
戦
を
境
に
帰
国
し
、

岡
崎
に
住
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
メ
ッ
キ
工

場
で
数
年
働
い
た
あ
と
、

県
職
員
と
し
て
奉
職
し
ま
し
た
。
老
後
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
岡
崎
出
身
で
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
出
場
す
る
鈴
木
雷
太

さ
ん
に
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
自
分
の
持
て
る
力
を
余
す
こ
と
な
く
発

揮
し
、
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
毎
朝
七
時
、
岡
崎
城
ま
で
約
て
・
の
距

離
を
散
歩
す
る
こ
と
が
日
課
の
左
右
田
さ

ん
。
と
て
も
九
十
一
歳
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
お
元
気
で
し
た
。

｜

へ

　　輝　゛●

　一一

へ

　・　－

乙
川
は
ど
う
し
て
せ
き
止

め
て
あ
る
の
で
す
か
。

永野里美さん

　(明大寺町)

　
乙
川
は
こ
の
時
期
せ
き
止
め
て
あ
り
ま

す
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ

う
か
。

｜

｜

乙
川
の
水
を
農
業
用
水
と

し
て
利
用
す
る
た
め
で
す
。

　
戦
後
の
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
川
の
水

の
使
川
量
が
増
大
し
た
た
め
、
卜
流
に
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
砂
利

採
取
な
ど
で
矢
作
川
の
河
床
は
低
ド
を
続

け
て
水
位
が
ぎ
が
り
、
占
い
堰
で
は
用
水

の
取
水
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

乙
川
下
流
に
堰
を
造
り
替
え
、
水
位
を
上

げ
て
取
水
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
、
稲
の
品
種
も
様
々
に
な
っ
て
水
を
必

要
と
す
る
期
間
も
良
く
な
っ
て
お
り
、
夏

の
ｙ
い
時
期
か
ら
せ
き
止
め
て
い
ま
す
。

取
水
し
た
水
は
六
ッ
美
幹
線
水
路
と
占
部

川
水
を
流
れ
て
、
主
に
六
ッ
美
地
区
の
田

を
潤
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
水
を
使
わ
な
い
と
き
は
せ
き
止

め
て
い
ま
せ
ん
が
、
乙
川
河
川
敷
で
催
し

物
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
せ
き
止
め
て
市

民
に
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
乙
川
頭
首
工
（
堰
）
は
愛
知
県
岡
崎

農
地
開
発
事
務
所
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
乙
川
は
や
す
ら
ぎ
の
風
景
を
ケ
え
て
く

れ
る
ほ
か
、
農
業
に
使
わ
れ
た
り
、
上
流

で
は
Ｌ
水
道
の
水
源
に
な
っ
た
り
す
る
貴

重
な
川
で
す
。
皆
さ
ん
も
浄
化
に
心
が
け

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月1日Φ



浴
衣
姿
で
夜
店
を
の
ぞ
き
、
楽
し
み
は
映
画
会

に
ぎ
わ
っ
た
地
蔵
盆
（
中
島
町
）

斎藤光雄さん

　沖島町）

　
八
月
二
十
四
口
は
、
お
地
蔵
さ
ん
を
お

祀
り
す
る
地
蔵
盆
。
中
島
町
の
新
町
で
は

以
前
か
ら
盛
大
に
地
蔵
盆
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
今
は
、
同

町
の
公
民
館
的
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
弘

法
堂
の
敷
地
内
に

あ
り
、
そ
の
昔
広

田
川
か
ら
相
撲
取

り
が
拾
い
上
げ
た

と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。

　
弘
法
堂
総
代
の

斎
藤
光
雄
さ
ん
に

に
ぎ
や
か
だ
っ
た

こ
ろ
の
思
い
出
、

現
在
の
様
子
な
ど

を
お
間
き
し
ま
し

た
。

　
　
「
地
職
盆
は
昭

和
三
十
五
年
く
ら

い
ま
で
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
家
々
で

は
通
り
沿
い
に
縁
台
を
出
し
、
人
々
は
浴

衣
姿
で
お
地
蔵
さ
ん
に
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
お
茶
や
花
菓
子
が
川
意
さ
れ
、

集
ま
っ
た
人
は
思
い
思
い
に
話
の
輪
を
広

げ
ま
す
。
付
近
に
は
夜
店
も
立
ち
、
子
ど

も
た
ち
が
小
遣
い
を
手
に
の
ぞ
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
通
り
か
ら
川
へ
通

じ
る
路
上
に
幕
を
張
り
、
時
代
劇
を
上
映

す
る
映
画
会
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
お
盆
に

続
く
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
人
も
子
ど

も
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」

　
現
在
の
地
蔵
盆
は
、
老
人
会
が
主
体
と

な
っ
て
お
地
蔵
さ
ん
の
前
に
テ
ン
ト
を
張

り
、
木
魚
を
た
た
い
た
り
し
な
が
ら
一
日

中
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
目
は
、
新
町
の
ほ

と
ん
ど
の
家
の
人
が
一
度
は
顔
を
見
せ
、

立
ち
寄
っ
て
は
匪
問
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
く
そ
う
で
す
。
訪
れ
る
人
に
は
飲
み
物

や
お
菜
子
、
ト
コ
ロ
テ
ン
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
、
日
ご
ろ
は
な
か
な
か
会
え
な
い
人

が
偶
然
顔
を
合
わ
せ
る
な
ど
、
格
好
の
社

交
の
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
「
以
前
と
比
べ
る
と
寂
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
内
の
人
々
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。
更

に
発
展
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
心
待
ち
に

す
る
よ
う
な
楽
し
い
夏
の
行
事
に
し
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
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熊谷幸治さん　厚子さん（緑丘１丁目）

バンザーイ（日奈子・８力川

酋

脇，
デ

Ｓ寥
卜付

二

~t一一　--

多田井万千代さん

(美合町)

前回(７月１日号)の答:

84周年

ｅ

セ凶
問題：中央総合公園に

ある石をモチーフにし

た回遊式日本庭園は？

(８月10日必着)

応募方法／はがきに｢答｣と

住所､氏名､乍齢､職業､感想な

どを明記のうえ、〒444…86ni

岡崎市役所広報課広報広聴班

まで。はがきは一人一葉とし、

n-.解者の巾から5人のかたに

記念品を贈呈。

　前回の応募総数は73 人で、

抽選の結果、久保広宣(日名

本町)、岩瀬満江(十王町)、

鈴木勝子(鉢地町)、本島初代

(六供町)、天野愛子(上六名

iri＼)の皆さんに記念Ｍを

這ります。



女
性
の
た
め
の
英
語
講
座

～
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら

　
　
　
は
じ
め
ま
し
ょ
う
～

　
日
時
　
９
月
６
日
・
1
3
日
・
2
0
日

2
9
日
、
1
0
月
４
日
・
１
１
い
日
・
1
8
日
・

2
5
日
、
Ｈ
月
１
日
・
８
日
　
各
水
曜

日
（
９
月
2
9
日
の
み
金
曜
日
）
　
午

後
１
時
3
0
分
～
午
後
３
時
3
0
分
　
計

1
0
回

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新

町
）

　
内
容
　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
親
し

む
こ
と
か
ら
始
め
、
ロ
ー
マ
字
や
カ

タ
カ
ナ
語
を
習
得
す
る
。

　
講
師
　
本
多
弘
子
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

女
性
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

●

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費

負
担
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信

用
は
が
き
に
も
住
所
・
氏
名
・
郵
便

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
捌
・
：
8
6
0

1
　
市
役
所
青
少
年
女
性
課
女
性
班

へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
8
日
廊
　
必
着

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

後
期
定
期
講
座

　
期
間
　
1
0
月
～
来
年
３
月

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
3
0
歳

未
満
の
勤
労
青
少
年
（
中
・
高
校
生

を
除
く
）

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

　
申
込
方
法
　
各
講
座
の
受
付
日
の

午
後
６
時
か
ら
６
時
3
0
分
ま
で
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
受
け
付
け
ま
す

　
（
受
付
時
に
定
員
を
超
え
て
い
る
場

合
は
抽
選
。
な
お
、
申
し
込
み
の
少

な
い
講
座
は
開
講
を
取
り
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）
。

Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
●

講座名 講座の内容 講師名 開講日 定員 教材費 受付日

初歩ゴルフ グリップ・スタンスの基本
から基礎技術をマスター

松田藤朗 毎週火曜日
　20回

20人 15，000円 9／5
　('X}

華　　　道
く華道雅楓流＼枝の花を飾
る心を大切に手近な花を使って現代にマッチした生花指導

日下雅楓 毎週火曜日
　20回

15人 16, 000円 9／5
　㈹

茶　　　道
　〈宗偏流〉実習を通して茶
に親しみ、覚えておくとよ
い常識的マナー

高橋宗恵 毎週火曜日
　20回

15人 9, 000円 9／5
　㈲

ジャズダンス ジャズダンスの基礎と振付服部キヨノ 毎週火曜日
　20回

40人 2. 000円 9／5
　㈲

火曜料理 家庭で出来る料理、おやつ
の基本と実習

黒柳桂子 毎週火曜日
　20 回

24人 14，000円 9／9
　出

書　　　道 毛筆またはペン習字の基本

から文部省認定試験(3～2級）受験までの指導

安藤寛子 毎週水曜日
　20回

20人 毛筆5,000円
ペン4,000円

9／6
　困

絵画入門
基礎知識から応用技法ま
で、描く楽しさを分かりや
すく指導

中島芳雄 毎週水曜日
　20回

15人 7, 000円 9／6
　困

手　　　編 原形、基礎から実技までの
実習及び文部省検定を受験
できるよう指導

永谷昌子 毎週水曜日
　20回

15人 7，000円 9／6
　困

水曜料理 家庭で出来る料理、おやつ
の基本と実習

鈴木ひろ子 毎週水曜日
　　20回
－－－‥一
毎週木曜日

　　2011

24人

20人

14, 000円 9／9
　出

いけばな 　〈池坊〉基本の直体､斜体の
盛花から自由花(創作)その
他、基礎から実技を習得

高橋恵月 16，OOQ円 9／7
　團

煎　茶　道 　〈松月流〉煎茶席の作法と
実習、葉茶を煎じて飲み時
節の味を楽しむ

日下栄翠 毎週木曜日
　20回

15人 9, 000円 ９／ア
　困

木曜料理 家庭で出来る料理、おやつ
の基本と実習

後藤スミ子

　　㎜㎜ふ㎜　㎜
中村陽子

佐野貴子

毎週木曜日
　20回

20人 14，000円 ‰9

手　　　話 手話の基礎から簡単な日常
会話をマスター 毎週金曜日

　20[i]
20人 2, 000円 ‰8

きもの着付
ふだん着から訪問后までの
着付及び帯むすび実習と日
常的マナーの学習

石原たつ子 毎週金曜日
　20 [5]

15人 5. 000円 9／8
　圀

金曜料理 家庭で出来る料理、おやつ
の基本と実習

広瀬輝美 毎週金曜日
　20回

24人 14, 000円 イ
■講座時間全講座とも午後ら時30分～8時30分講師名敬称略

≫-

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月1日ｅ
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再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

II

L　　』

　
日
時
　
８
月
2
2
日
出
・
2
3
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
（
両
日
と
も
）

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
①
再
就
職
準
備
プ
ラ
ン
作

り
②
資
格
の
取
り
方
・
生
か
し
方
③

企
業
の
求
め
る
人
材
④
最
近
の
労
働

市
場
な
ど

　
対
象
　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介

護
等
で
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
す

る
か
た

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
無
料

　
そ
の
他
　
託
児
あ
リ
（
―
歳
以
上

就
学
前
の
子
）

　
申
込
方
法
　
直
接
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
詞
2
1
世
紀
職
業
財
団
へ
。

ａ
０
５
２
◆
５
８
６
◆
『
／
２
２
０
Ｊ

ｍ
０
５
２
◆
５
８
６
◆
７
２
２
Ｌ
Ｏ

※
　
こ
の
催
し
は
、
副
2
1
世
紀
職
業

財
団
愛
知
県
事
務
所
と
共
催
。

市
民
カ
レ
ッ
ジ
大
学
開
放
講
座

jl
　
講
座
名
　
2
1
世
紀
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

　
期
間
　
９
月
２
日
～
1
0
月
1
4
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）

　
時
間
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
場
所
　
愛
知
産
業
大
学
・
愛
知
産

業
大
学
短
期
大
学

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
か
た

　
募
集
人
員
　
7
0
人
（
定
員
超
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料

　
修
了
証
　
４
回
以
上
出
席
の
か
た

に
授
与

　
申
込
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
文
化

振
興
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
①
講

座
名
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
郵
便

番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話

番
号
⑧
職
業
を
記
入
し
、
〒
伽
…
8

6
0
1
　
市
役
所
文
化
振
興
課
生
涯

学
習
班
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
5
日
脚
　
必
着

回 月　日 テーマ 講師（敬称略）

１ ９月２日(土) 起　業　と　企　業
　　　～ベンチャー企業～

助教授堀田友三郎

２ ９月９日(士) 知　的　財　産　権

～企業におけるデザイン戦略～
教授生駒正文Ｉ

３ ９月16日(士) 　大学通信教育の現状と将来性　　｜助教授面手　勝
～マルチメディアで変わる通信教育～ｊ

４ ９月30日(士) 都市と建築のバリアフリー 教授小川英明

５ 10月ア日出 映像　と　デザ　イ　ン
　～C Mの昨日、今日、明日～

教授藤田直哉

６ 10月14日出 N POの風とボランティア活動 教授月羽弘行

　岡崎は県内でも古くからの産地であり、北部山間地を中

心に75戸の農家が約40μの畑で生産しています。

　最近では特に、ブドウに含まれるさまざまな成分が体調

を整える作用があるとして注目されています。

　おいしい岡崎のブドウを食べてみませんか。

■日時　８月19日（土）午後１時～４時

　　　　　　20日（日）午前９時～午後４時

■場所　おかざき農遊館　催事兼休憩コーナー

■内容　市内ぶどう生産者が丹精込めて栽培したブドウの

品評会と、岡崎市内のぶどう生産の紹介、品評会出品ブド

ウはじめ巨峰、デラウェア、ワイン、ジャムなどの即売。

■主催　岡崎市果樹振興会

　　　　　　　　　　　　農務課園芸班a23・6 199

ぶ
ど
う
フ
ェ
ア

ﾈ一ﾁﾔ一探察会

　i≡吻　，:　，]･i･･■^e‘

■日時　８月19日出午前9 時雨天

は８月20日（日に順延（小雨でも順延）

・場所北山湿地周辺（池金町）

・服装・持ち物長袖、長ズボン、長

靴、帽子、飲料水

Ｉ募集人員　先着60人

　ｌ　．m’否

■日時　８月26日倒午前９時雨天

は８月27日（日）に順延（小雨でも順延）

Ｉ場所男川上流御所戸橋付近（生平町）

■服装・持ち物濡れてもよいもの、

半ズボン、長靴、帽子、飲料水

Ｉ募集人員　先着50人

※　両探察会とも参加希望者は、はが

きまたはフアクスでぉ串し込みくださ

い。詳細については受け付け後、案内

を送付いたします。

●申し込み先　〒444･■■8501　市役所

環境保全課環境保全班へ。

環境保全課環境保全班

容2 3・6 1 8 8 ■FAχ23・6536

酎鞭樋 董圀
・

区　　分　1譲りたい人 必要な人

車　い　す ３件 ５件

電勣車いす １件 １件

手動ベッド ２件 １件

電勣ベッド ０件 １件

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　　3238938

･･・・献止.にご協力ください・‥・

　　　岡峙地区献血推進協議会事務局
　　　　障害援護課障害援護班

　　　　aE3・B145

献血日程
月一日（曜）時間　　　場所

８月３日宋ID:QO～15:30岡崎市民病院

８月15日脚ID:00～｢5:30岡崎市役所

８月２旧（月）10:00～15:30愛知県西三河総合庁舎

　　　゛献血は生きる力の助け■-r″
　　　　　　一献血推進運動樗語－
■岡崎献血ルーム(シピコ5階容25･6844)

受付時間10:00～13:00､14:00～17:45

(成分献血は10:00～12:00､14:00～17:00)
休日毎週木曜日

F117111ｚi7111市政だより７月15日号の1日ページのお知らせ「農家基本台帳の申告にご協力を」の中で「1 0筧」とあるのは「lor

の間違いでした。
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子
育
て
講
座

　
日
時
　
９
月
８
日
面
　
午
前
1
0
時

～
1
-
t
時
3
0
分

　
場
所
　
井
田
学
区
市
民
ホ
ー
ム

　
演
題
「
子
ど
も
の
こ
と
ば
と
心
」

－
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
を
め
ざ
し

て
Ｉ

　
講
師
　
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ

ニ
ー
　
治
療
学
部
　
主
任
研
究
員

小
児
科
医
　
中
村
み
ほ
氏

　
募
集
人
員
　
5
0
人

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
5
日
面

第
２
回
ア
ジ
ア
講
座

ｍ

濁

　
市
民
の
皆
様
の
国
際
理
解
を
深
め

る
た
め
、
岡
崎
市
と
共
催
で
ア
ジ
ア

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
日
時
　
９
月
９
日
出
　
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
　
第

１
・
２
集
会
室

　
演
題
　
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と

イ
ン
ド
の
役
割
」

　
講
師
　
イ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
　
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
　
ヴ
ィ
バ
ウ
ー

カ
ン
ト
ー
ウ
パ
デ
ア
ー
エ
氏

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
五
百
円
（
当
日
支
払
い
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
性
別
⑥

電
話
番
号
⑦
職
業
及
び
「
ア
ジ
ア
講

座
」
と
記
入
し
、
〒
細
…
8
6
0
1

　
市
役
所
文
化
振
興
課
内
岡
崎
市
国

際
交
流
協
会
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
5
日
吻
　
必
着

第
2
5
回
岡
崎
な
ぎ
な
た

選
手
権
大
会

　
日
時
　
９
月
３
日
間
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
岡
崎
中
央
総
合
公
園
第
１

錬
成
道
場

初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

　
日
時
　
９
月
２
日
～
1
0
月
2
8
日
の

毎
週
土
曜
日
　
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分
　
計
９
回

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
（
高
隆
寺
町
）

　
対
象
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
興
味
の

あ
る
初
心
者
の
か
た
（
中
学
生
以
上
）

　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
参
加
料
　
七
千
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番

号
⑥
学
校
名
ま
た
は
勤
務
先
⑦
利
き

手
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
0
8
5
4

一
巾
内
六
名
本
町
七
　
市
体
育
協
会
「
初

心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
一
係
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
5
日
消
印
有
効

　
問
い
合
わ
せ
先
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

協
会

小
山
弘

ａ

5 2
◆
Ｃ
Ｏ
　
Ｃ
Ｏ
　
Ｌ
Ｔ
)
　
L
T
)

第
1
6
回
岡
崎
市
民
総
合

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

　
日
時
　
９
月
1
0
日
向
　
午
前
９
時

　
場
所
　
葵
中
学
校

　
対
象
　
市
内
在
学
の
か
た
で
編
成

し
た
チ
ー
ム
（
中
学
生
の
部
は
学
校

長
の
許
可
を
得
た
チ
ー
ム
）

　
種
目
　
①
中
学
生
男
子
の
部
②
中

学
生
女
子
の
部

　
申
込
期
限
　
９
月
１
日
面

　
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
細
…
0
8

5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
　
市
体
育

協
会
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
」
係
へ
。

　
そ
の
他
　
要
項
、
申
込
用
紙
は
市

役
所
体
育
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
、
市

体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

１
・
ｔ
ｌ第

2
0
回
岡
崎
市
小
中
学
生

す
も
う
選
手
権
大
会

　
日
時
　
８
月
2
6
日
出
　
午
前
９
時

3
0
分
開
会
式

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
相
撲
場

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
学
の
小
中

学
生

　
種
目
　
①
学
年
別
個
人
戦
男
女
②

団
体
戦
（
▼
小
学
生
の
部
・
２
～
６

年
の
各
学
年
―
人
ず
つ
の
５
人
▼
中

学
生
の
部
・
３
人
）

　
そ
の
他
　
ま
わ
し
は
主
催
者
で
用

意
し
ま
す

ｎ岡崎2000
■
１

サマブメモリ一
号（返信用ハガキにも代表者の郵便番号、住所、氏名）

を記入し、〒444…8601　市観光協会「サマーメモリーin

岡崎2000」係まで。

・申込期限　８月10日困　当日消印有効

　　　　　　　　　　岡崎市観光協会豊23◆62 1 7

■日時　８月26日（土）午後4B寺～8時50分。小雨決行

Ｉ場所　篠田公園をはじめ市内中心部一円＆三河小町

■内容

寵田公園においての開催

寵田公園

をスタートし、旧東海道の二十七曲のポイントをスタン

プラリーをしながら、ゴールの三河小町まで歩く。

三河小町においてキ

ヤラクターとの写真撮影会・握手会の開催（カメラは参

加者でご用意ください）。

　三河小町イベト広場こおいて

ヒース」などのアニメ映画を上映。

Ｉ対象　小学生以下（必ず保護者同伴のこと）でお申し

込みください。

■募集人員　300人（応募者多数の場合は抽選）

■参加料　無料

■申込方法　往復ハガキに①代表者の住所・氏名、②参

加者全員の氏名・性別・年齢、③代表者の連絡先電話番

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月1日Φ

参加者募集



＠

ﾎ一ムヘルパ一養成研修会

　　長寿課長寿福祉班豊23・6174

■日時　下表のとおり

m場所　福祉会館３階301号室

Ｉ募集課程　２級

■対象　市内在住の18歳以上で、ホー

ムヘルパーとして就業予定のかた（全

課程出席できるかたに限ります）

Ｉ募集人員　①ホームヘルパー３級有

資格者25人②ホームヘルパー無資格者

20人　※　定員を超えた場合は公開抽

選

■受講料（実習費など）①３級有資格

者10.000円②無資格者12.000円

Ｉ申込方法　長寿課（本館１階④番窓

口）にある所定の申込書に記入し、８

月14日（月）までに提出。※３級有資格者

は修了証の写しを申込書に添付のこと。

－｜
i砺 9:30～12:00 loh(月)
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ニノ

ご
来
場
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

太
陽
の
城
の
催
し

太
陽
の
城

容
2
4
・
２
５
３
５

●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ●

　
日
時
　
８
月
2
0
日
閲
　
「
午
前
脚
部
」

1
0
時
3
0
分
～
匡
降
戸
部
」
　
１
時
3
0

分
～

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋
書
院

　
講
師
　
咄
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
三

河
支
部
岡
崎
青
年
部

　
内
容
　
お
抹
茶
を
出
さ
れ
た
９
　
の

お
茶
の
受
け
方
、
お
菓
子
の
食
べ
方
、

抹
茶
の
飲
み
方
な
ど
の
基
本
を
学
ぶ

　
持
ち
物
　
白
色
の
ソ
ッ
ク
ス

　
募
集
人
員
　
各
回
2
0
人

　
受
講
料
　
五
百
円
（
教
材
費
）

　
申
込
方
法
　
８
月
1
0
日
か
ら
午
前

　
期
日
　
８
月
2
7
日
剛

　
場
所
　
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
上
映
開
始
時
間
　
第
１
回
＝
午
前

1
0
時
、
第
２
回
＝
午
後
１
時
3
0
分

　
上
映
映
画
　
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

Ｉ
先
生
の
家
に
遊
び
に
行
こ
う
Ｉ
、

美
し
い
お
面
、
か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ

し
ぎ
な
自
転
車

親
子
映
画
会

親
子
抹
茶
マ
ナ
ー
教
室

　
申
込
期
限
　
８
月
2
1
日
囲

　
申
込
方
法
　
市
体
育
館
ま
た
は
市

役
所
体
育
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
〒
…
］
「
・
：
0
8
5
4
　
市

内
六
名
本
町
七
　
市
体
育
協
会
「
す

も
う
大
会
」
係
へ
。

　
日
時
　
８
月
Ｃ
Ｎ
Ｊ
日
出
・
1
3
日
向

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋
入
ロ

　
内
容
　
大
正
、
昭
和
初
期
の
生
活

民
具
　
入
場
無
料
・
雨
天
中
止

陣
屋
の
骨
と
う
市
（
お
盆
市
）

　
子
ど
も
に
起
き
や
す
い
事
故
の
予

防
と
応
急
手
当
の
講
習
を
行
い
ま

す
。

　
日
時
栗
１
１
旦
　
８
月
2
7
日
間

【
第
２
旦
９
月
３
日
向
　
い
ず
れ
も

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
。

　
場
所
　
「
暴
‐
旦
岡
崎
市
民
会
館

リ
ハ
ー
サ
ル
棟
第
２
号
室
案
ｙ
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
－

リ
ハ
ー
サ
ル
棟
第
１
号
室

　
対
象
　
市
内
在
住
の
1
5
歳
以
上
の

か
た

　
内
容
　
安
全
法
概
論
・
事
故
の
予

防
と
応
急
手
当
。
受
講
者
に
は
一
受

講
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
2
0
人
　
先
着
順

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
期
間
　
８
月
1
0
日
出
～
2
1
日
側

　
申
込
方
法
　
電
話
で
障
害
援
護
課

障
害
援
護
班
ま
で
。

９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
ま
で
電
話
で

直
接
（
先
着
順
）
　
月
曜
日
休
館

赤
十
字
幼
児
安
全
講
習

受
講
者
募
集

■期日　９月３日、10日、17日、10月１日、15日、

22日のいずれも日曜日

■対象・募集人員・時間　①小学校2～３年生（25

人）･午前９時30分～11時30分②小学校1年生（25

人）･午後１時30分～3時30分（市内在住に限る）

■場所　太陽の城（B月大寺本町）

圃内容　粘土、絵画、版画、紙工作など

‐講師　三貝皇氏、杉田洋一郎氏

圃教材費　1.000円（6回分の実費）

圃申込方法　往復はがきに①住所②氏名（ふりが

な）③性別④学校名⑤学年⑥電話番号（返信用は

がきにも住所、氏名、郵便番号）を記入し、〒444

…0860　市内明大寺本町１－２　太陽の城まで。

８月22日（火）必着

■日時　８月23日伽　午後２時～

■場所　太陽の城３階ミュージックホール

Ｉ内容　゛あゆみ″どこうた″のミュージック

トラペルーみんなで音楽旅行に出かけようー

■対象　小学生　入場は無料

■日時　８月27日(日)午前lO時～午後３時

■場所　太陽の城全館及び明代公園

■内容　こどもコーラスサークルによるミュージ

カル、クラフト作り、アニメ映画、体験コーナー

(編み物、押し花遊び)、模擬店、バザーなど

■日時　９月２日（土）午後2B寺～３時30分

■場所　太陽の城３階ミュージックホール

■内容　アルバム「日本のうた」より。参加は無料

圃申込方法　８月10日俐午前9時から太陽の城で

直接または電話で受け付けます。

■日時　９月３日（日）午後１時集合（小雨決行）

■集合場所　乙川左岸（竜美丘会館北側）

■募集人員　小学３年生～６年生の親子30組先着順

M参加料　１組300円（餌、参加賞）

■申込方法　８月10日俐午前９時から太陽の城で

直接受け付けます（大会当日の申込不可）。

Ｉその他　釣り道具、バケツなどは各自持参のこ

と。



絵
画
教
室

　
期
間
　
９
月
上
旬
～
来
年
３
月
末

　
時
間
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
コ
ー
ス
　
木
曜
日
の
部
、
金
曜
日

の
部
（
と
も
に
1
6
回
を
予
定
）

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
1
8
歳
以
上
の
初
心
者
（
当
講
座
の

修
了
者
は
除
く
）

　
内
容
　
石
こ
う
、
静
物
、
風
景
、

人
物
の
デ
ッ
サ
ン
や
ス
ケ
ッ
チ
、
郊

外
写
生
な
ど

　
講
師
　
二
紀
会
同
人
　
中
島
芳
雄
氏

　
教
材
費
　
五
千
円
（
絵
の
具
な
ど

の
教
材
は
自
己
負
担
）

　
募
集
人
員
　
各
2
5
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
勤
務
先
（
学
校
名
）

⑤
電
話
番
号
⑥
性
別
⑦
希
望
コ
ー
ス

を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
0
8
6
4
　
市

内
明
大
寺
町
茶
園
一
一
－
三
　
市
美

術
館
「
絵
画
教
室
」
係
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
5
日
脚
必
着

簿
記
会
計
講
座

　
日
時
　
９
月
Ｈ
日
～
1
0
月
3
0
日

毎
週
月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
　
午

後
６
時
～
８
時

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
５
階

特
別
研
修
室

　
内
容
　
商
業
簿
記
（
日
商
簿
記
検

定
３
級
）

　
講
師
　
岡
崎
商
工
会
議
所
中
小
企

業
相
談
所
経
営
指
導
員
　
井
上
行
正
氏

　
受
講
料
　
二
万
四
千
円
（
商
工
会

議
所
会
員
は
一
万
六
千
円
）

　
申
込
期
限
　
８
月
3
1
日
出

中
級

　
日
時
　
９
月
４
日
～
1
0
月
2
3
日

毎
週
月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日

午
後
６
時
～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
４
階

4
0
1
会
議
室

　
内
容
　
商
業
簿
記
・
工
業
簿
記
（
日

商
簿
記
検
定
２
級
程
度
）

　
講
師
　
岡
崎
商
業
高
等
学
校
教
諭

加
藤
千
景
氏

　
受
講
料
　
二
万
七
千
円
（
商
工
会

議
所
会
員
は
一
万
八
千
円
）

　
申
込
期
限
　
８
月
1
8
日
面

厠
通
　
　

－
’

　
募
集
人
員
　
各
3
0
人
　
先
着
順

　
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
岡

崎
商
工
会
議
所
へ
。

岡
崎
総
合
運
動
場
の

テ
ニ
ス
教
室

　
日
時
　
９
月
４
日
～
1
0
月
1
3
日
の

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日
　
午
前
1
0
時

～
正
午
　
計
1
0
回

　
場
所
　
県
岡
崎
総
合
運
動
場

　
募
集
人
員
　
4
5
人

　
参
加
料
　
六
千
五
百
円

　
対
象
　
初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で

　
申
込
方
法
　
８
月
1
7
日
俐
　
午
前

1
0
時
か
ら
事
務
所
で
先
着
順
に
受
け

付
け
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
。

国
民
健
康
保
険
証
が
か
わ
り
ま
す

　
９
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
が
か
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
桃
色
、
退
職
被
保
険
者
証
は
藤

色
）
は
８
月
中
に
各
ご
家
庭
へ
発
送

い
た
し
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
は
だ
色
、

退
職
被
保
険
者
証
は
濃
い
ク
リ
ー
ム

色
）
で
は
、
９
月
１
日
以
降
の
受
診

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
受
診
の
際
に
は

必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
ロ
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届

き
ま
し
た
ら
記
載
事
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

７
月
3
1
日
現
在
で
特
別
障
害
者
手

当
・
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
け
て

い
る
か
た
は
、
必
ず
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
上
旬
に
、
関
係
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
る
と
次
回
の

支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
期
間
　
８
月
1
1
日
廊
～
９
月
８
日
吻

　
提
出
場
所

遺特児　' 在外経障特
児別童　，宅国過害別
手児扶　重人的児障
当童養　度等福福害

　扶手　障福祉祉者
　養当　害祉手手手
　手　　者手当当当
　当　　手当
　　　　当

　児童課
本館１階
５番窓□

障害援護課
　本館１階　２番窓口

　
そ
の
他
　
各
支
所
で
は
受
け
付
け

し
て
い
ま
せ
ん
。
住
所
、
氏
名
、
受

給
要
件
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
各
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
の

「
定
時
届
・
証
書
」

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
今
後
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
た
め
「
定
時
届
」
を
し
て
く
だ
さ

い
。
定
時
届
の
届
書
（
公
的
年
金
受

給
等
に
関
す
る
中
立
書
）
は
、
８
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
国
民

年
金
証
書
に
つ
い
て
は
愛
知
社
会
保

険
事
務
局
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
届
け
出
方
法
　
８
月
期
の
年
金
を

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月1日ｅ
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受
け
取
ら
れ
た
ら
、
定
時
届
に
同
封

さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
よ
り
、

定
時
届
の
届
書
と
国
民
年
金
証
書

　
（
緑
色
の
手
帳
）
を
８
月
2
5
日
ま
で

に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
が

｛
時
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
、

減
免
申
請
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
前
年
所
得

が
一
定
基
準
以
下
の
か
た
の
た
め
に

平
成
Ｃ
Ｎ
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
軽

減
及
び
減
免
申
請
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
か

た
は
、
国
保
年
金
課
国
保
班
（
本
館

２
階
1
5
番
窓
口
）
　
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
軽
減
制
度
　
２
割
軽
減
（
受
付
期

間
は
1
0
月
２
日
ま
で
）

食中毒に

注意しましょう

　
減
免
制
度
　
①
休
業
や
廃
業
に
よ

り
、
収
入
が
減
少
し
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
で
あ
る
場
合
（
受
付
期
間

は
９
月
１
日
～
1
0
月
２
日
）
　
②
長

期
に
わ
た
る
療
養
の
た
め
に
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
場
合
（
受

付
期
間
は
該
当
事
由
が
発
生
し
て
か

ら
１
ヵ
月
以
内
）
　
③
障
害
ま
た
は

寡
婦
（
夫
）
の
か
た
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
で
あ
る
場
合
（
受
付
期

間
は
1
0
月
２
日
ま
で
）
　
④
市
民
税

非
課
税
の
か
た
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
で
あ
る
場
合
（
受
付
期
間
は

1
0
月
２
日
ま
で
）

※
　
所
得
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
市
政
だ
よ
リ
５
月
1
5

日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

国
保
年
金
課
国
保
班
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

日
時
　
８
月
2
6
日
出
　
午
前
２
時

～
４
時

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

　
相
談
員
　
弁
護
士
　
岡
田
千
絵
氏

　
申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
。
８
月

1
5
日
脚
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
、
電
話

で
働
く
婦
人
会
館
ま
で
（
先
着
４

人
）
。
当
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守

福
祉
給
付
金
受
給
資
格

認
定
申
請
を

さ
れ
て
い
な
い
か
た
へ

　
各
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
下
表
の
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
ま
だ
福
祉
給
付
金
受
給
資
格
認

定
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

長
寿
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
認
定
申
請
手
続
き
　
長
寿
課
（
本

館
―
階
３
番
窓
口
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
各
医
療

　暑さが続くこの時期は、体力も低下

し、食中毒になりやすくなります。

　○－１ ５７を含め、細菌による食中

毒は夏に多発します。食中毒を防ぐに

は、細菌を「付けない、増やさない、

殺す」の３つを守ることです。そこで

家庭でできる簡単な予防法をまとめて

みました。

①　調理前、食事の前及びトイレの後

　は必ず流水で手を洗う。

②　傷のある手で調理をしない。

③　できるだけ生物を食べない。

④　生鮮食品はできるかぎり低温保存

　する。

⑤　調理したらすぐに食べる。

⑥　怪しいと思ったら、食べずに捨て

　る。

⑦　まな板や布巾は熱湯で定期的に消

　毒する。

　以上のことを守れば、多くの食中毒

は防げます。また、仮にかかったとし

ても体に抵抗力があれば、症状は軽く

すみます。

　日ごろから暴飲暴食をしない、睡眠

を十分にとるなど、規則正しい生活を

心がけ、体調を調えて、細菌に対する

抵抗力をつけておきましよう。

岡崎保健所萱22・250 1

保健課予防対策班萱23・6 180

受
給
者
証
②
入
院
時
食
事
療
養
費
負

担
金
額
の
わ
か
る
領
収
書
③
印
鑑
④

本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
貯
金

通
帳
は
不
可
）

　
福
祉
給
付
金
と
し
て

　
支
給
で
き
る
も
の

　
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
・
老
人

医
療
受
給
者
＝
医
療
費
一
部
負
担
金

の
全
額
及
び
入
院
時
食
事
療
養
費
負

担
金
の
半
額

　
乳
幼
児
医
療
受
給
者
・
母
子
家
庭

等
医
療
受
給
者
・
障
害
者
医
療
受
給

者
・
精
神
障
害
者
医
療
受
給
者
＝
入

院
時
食
事
療
養
費
負
担
金
の
半
額

福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
き

　
福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
（
オ
レ

ン
ジ
色
な
ど
）
を
お
持
ち
の
か
た
に
、

病
院
な
ど
へ
支
払
っ
た
医
療
費
一
部

負
担
金
の
全
額
及
び
入
院
時
食
事
療

養
費
負
担
金
の
半
額
を
福
祉
給
付
金

と
し
て
支
給
い
た
し
ま
す
の
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
　
８
月
―
日
脚
か
ら
長
寿

課
で
受
け
付
け
。

日本脳炎の予防接種は
お済みですか？
　日本脳炎は､夏に流行する病気です。

　早めに予防接種を受けましよう。

　対象者には、すでに通知書をお届け

しました。通知書の裏面に掲載の医療

機関に予約して受けてください。

圃接種期間　８月31日俐まで

　保健課予防対策班容23・6 180

ｅ

老人保健法医療受給証をお持ちのかたのうち
を
ち

証
う

者
の

給
た

受
か

療
の

医
ち

人
持

老
お

ま身

で体
の障

障害
害者
の手

あ帳－－１
～
３
級

る
か
た

療
育
手
帳
の
Ａ
及
び
Ｂ
判
定

に
該
当
す
る
か
た

※
Ｂ
判
定
は
1
0
5
0
以
下
の

こ
と

一
人
暮
ら
し
の
・

※
市
民
税
が
斐

こ
と

か
た

課
税
で
あ
る

※
一
人
暮
ら
し
老
人
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と

３
ヵ
月

ほ
う
の
］

※
生
計

非
課
税

※
寝
た
‘

の
受
嶮

かＳ戦丿下額※をはい18

た目傷　の．、児含母る歳
　一一１一一　-●　－・

！を※こ※-

；:rTT　　I _ ―.一卜受－と市人

･a　●　　皿－

者きで維状以

　.- ●　･●f.jﾐ●上
寝
た
吉

態
に
あ
る
・

持
者
の
市
一

あ
る
こ
と

り
老
人
等
一

ま

で

の
ー

民かり
税たや
が　痴

見
舞
金

子
を
‥

回

のの扶

祖父養
父まし
母たて

暮
ら
し
の
か
た

民
税
が
非
課
税
で
あ
る

人
暮
ら
し
老
人
の
認
定

け
て
い
る
こ
と

の※非※ほ３

受寝課生う力

給だ税計の月

者きで維状以

　りあ持態上

　老る者に寝

　●　__ミ　●　・人このあた｜

---- ●　・皿　●　１
－--一一●-●
と市るきｉ

　四●　●-　｜

民かり
税たや
が　痴

等
見
舞
金

障
害
者
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

か
た

か乳

た幼

　--一一

児
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

母
子
家
庭
等
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
か
た

精
神
障
害
者
医
療
の
認
定
を
受
け
て

い
る
か
た



平
成
1
2
年
度
後
期
産
業

文
化
振
興
基
金
申
請
受
付

　
助
成
対
象
事
業
　
岡
崎
市
内
で
平

成
1
2
年
1
0
月
１
日
か
ら
1
3
年
３
月
3
1

日
ま
で
の
６
ヵ
月
間
に
実
施
す
る
こ

と
が
確
実
な
次
の
よ
う
な
事
業

　
①
中
小
企
業
の
新
製
品
開
発
、
新

技
術
実
用
化
②
中
小
企
業
の
従
業
員

の
技
術
向
上
③
中
小
企
業
団
体
の
共

同
事
業
④
本
市
在
住
在
勤
の
教
授
・

研
究
者
・
団
体
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

産
業
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究
⑤
文

化
の
振
興
、
伝
統
芸
術
の
育
成
な
ど

　
助
成
額
　
―
事
業
5
0
万
円
を
限
度

に
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
。

　
申
請
先
　
商
工
会
議
所
に
あ
る
所

定
の
中
請
書
で
商
工
会
議
所
へ
。

　
申
請
期
限
　
８
月
3
1
日
俐

　
交
付
決
定
　
９
月
末
に
審
査
の
う

え
1
0
月
下
旬
に
交
付
予
定
。

　
そ
の
他
　
事
業
終
了
後
２
ヵ
月
以

内
に
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

移
動
無
料
法
律
相
談

豊自ａ東
23治○京

゛課３大
2市口

９民s;去

2 1律
　談４相　班．談

　　６所
　　３
　　７　　８

　
日
時
　
８
月
2
6
日
出
　
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時
受
付

　
場
所
　
福
祉
会
館
３
階

　
相
談
種
目
　
税
法
・
刑
法
を
除
く
法

律
問
題

　
相
談
員
弁
護
士
・
教
授
・
学
生
な
ど

　
そ
の
他
　
契
約
書
、
登
記
簿
、
判

決
文
な
ど
の
参
考
資
料
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
。
時
間
の

都
合
で
打
ち
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ｉ

不
適
格
な
業
者
に
ご
注
意

容保豊岡
23健22崎
゛課゛保

1 J F-
僅

雛

　班　衛
　　生
　　課

　
最
近
、
公
的
機
関
か
ら
の
依
頼
を
か

た
り
、
害
虫
な
ど
の
駆
除
や
予
防
と
称

し
て
器
具
の
取
り
付
け
を
勧
め
る
な

ど
、
不
適
格
な
業
者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
を
／

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
／

新
機
能
が
加
わ
り
ま
し
た

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
便
利
な
機

能
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、

従
来
の
分
類
検
索
に
加
え
、
調
べ
た

い
事
項
を
直
接
入
力
し
て
、
全
三
千

頁
の
情
報
の
中
か
ら
簡
単
に
探
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
域
行
政
圏
情
報
を
追
加

し
、
幸
田
町
や
額
田
町
の
広
域
行
政

惜
一
報
も
一
枚
の
地
図
上
で
探
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
医
師
会
の
診
療
所
情
報
な
ど

広
域
圏
の
地
域
情
報
を
順
次
提
供
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
市
で
は
新
機
能
の
追
加
に
合
わ
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
も
Ｉ

新
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ｔ
ｔ
ｐ
:
/
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
.
ａ
i
ｃ
ｈ

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
―
・
―

沖
縄
・
南
西
諸
島
に

旅
行
さ
れ
る
か
た
へ

にl
で

　
沖
縄
県
全
県
、
奄
美
諸
島
、
小
笠

原
諸
島
、
ト
カ
ラ
列
島
に
は
農
作
物

に
被
害
を
与
え
る
特
別
な
病
害
虫
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害

虫
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に

　
「
さ
つ
ま
い
も
」
な
ど
の
一
部
の
植

物
は
、
法
律
に
よ
っ
て
持
ち
込
み
が

禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
名
古
屋
植
物
防

疫
所
容
０
５
２
◆
６
５
１
◆
0
1
1
4

矢
作
川
水
源
基
金
に

参
加
と
関
心
を
／

　
鴎
矢
作
川
水
源
基
金
は
、
愛
知
県

と
矢
作
川
流
域
内
2
0
市
町
村
で
、
き

れ
い
で
豊
か
な
水
と
み
ど
り
あ
ふ
れ

る
安
全
な
大
地
造
り
を
願
い
、
昭
和

5
3
年
２
月
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
2
2
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　 -

　 戸

. ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■

は８月12日(土)に｢納l匝IZI匝l市政だよりl月15日号15ページに掲載した三河小町だよりの中で８月11日唸）の「小町コンテスト」

涼ゆかた大会」として開催されることになりました。ぜひゆかた姿でご来場ください。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)8月１日ｅ

イ
ベ
ン
ト
広
場

８
月
1
7
日
俐
用
庖
・
回
懸

欽
ち
ゃ
ん
劇
場
　
座
ぶ
と
ん
座
公
演

８
月
1
8
日
脂
　
『
こ
邑
欽
ち
ゃ
ん

劇
場
　
座
ぶ
と
ん
座
公
演
閥
竺

夏
の
夜
の
名
作
時
代
劇
（
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
）

８
月
1
9
日
出
閥
竺
夏
の
夜
の

名
作
時
代
劇
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）

８
月
2
0
日
間
ど
ぷ
圏
第
１
回
寺

子
屋
「
三
河
塾
」

夜
の
名
作
時
代
劇

　
　
　
　
　
　
◆

閥
固
夏
の

「
徳
川
家
康
」

８
月
2
5
日
面
Ｗ
応
旦

Ｎ
休
み
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

８
月
2
6
日
出
「
円
後
」
街
中
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
・
二
十
七
曲
＝
筒
賀
】

ア
ニ
メ
映
画
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」

８
月
2
7
日
向
閥
憩
模
擬
撮
影

※
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
お
見
せ
処
）

８
月
1
7
日
困
～
2
9
口
㈹

　
「
三
河
路
の
風
景
」
グ
ル
ー
プ
游

油
彩
展

８
月
3
1
日
困
～
９
月
ｃ
＼
　
　
日
㈹

「
フ
ォ
ト
展
」
市
役
所
写
真
ク
ラ
ブ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ト
ン
ネ
ル
）

８
月
1
7
日
俐
～
2
9
日
脚

中
央
総
合
公
園
・
マ
イ
ン
ド
ス
ケ

‐
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
撮
影
会
入
賞

作
品
展

８
月
3
1
日
俐
～
９
月
1
2
日
脚

岡
崎
フ
ォ
ト
浪
漫
’
9
9
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？
　
　
　

一

　
７
月
2
2
日
に
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
旧
岡
崎
郵
便

局
跡
地
（
康
生
通
西
）
に
「
岡
崎

城
下
三
河
小
町
」
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
三
河
小
町
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
や
芸
能
活

動
な
ど
の
発
表
の
場
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
け
る
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」

　
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
こ
の
施
設
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
か
た
（
団
体
）
は
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
先
　
商
工
労
政
課

酋
2
3
◆
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
　
≫
-
≪
　
Ｏ
Ｏ

　
そ
の
他
　
使
用
料
は
無
料
で

す
。
原
則
と
し
て
、
自
由
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
商
業
目
的

な
ど
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
し
込
み
多
数
に
よ
り
利
用
希

望
日
が
重
複
す
る
場
合
に
は
、
日

程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
労
政
課

商
工
振
興
班
　
豊
2
3
・
6
5
1
8
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流
域
に
は
、
長
野
・
岐
阜
県
を
含

め
謁
万
余
の
人
が
生
活
し
、
水
の
恩

恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
水
源

地
域
の
過
疎
化
、
林
業
の
低
迷
な
ど

か
ら
起
こ
る
水
問
題
の
解
決
が
鍵
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
基
金
は
、
緑
豊
か
な

山
林
の
育
成
、
ダ
ム
建
設
の
推
進
、

上
下
流
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
参
加
（
上
下
流
交
流
、

賛
助
会
員
、
基
金
へ
の
寄
付
）
と
関

心
（
水
と
山
へ
の
感
謝
）
を
も
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
県
西
三
河
事
務
所
行
政
課

内
　
紡
矢
作
川
水
源
基
金
事
務
局

　
（
0
2
3
・
2
6
4
5
）

「
岡
崎
文
化
」
2
3
号
発
売
中§

　
　
「
岡
崎
文
化
」

会
の
機
関
誌
で
、

は
、
岡
崎
文
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1
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超
え
る
加
盟
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団
体
の
文
化
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動
の
紹
介
や
、
郷
土

の
文
化
人
を
紹
介
す
る
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
今
回
で
通
算

2
3
号
を
数
え
る
雑
誌
で
す
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岡
崎
の
文
化
を
知
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。
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売
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崎
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化
協
会
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本
館
２
階
文
化
振
興
課
内
）

戦
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と
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月
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日
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戦
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者
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霊
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平
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念
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た
め
に
全
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没
者
追
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家
庭
や
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分
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を
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ま
し
よ
う
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月
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日
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ま
た
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月
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日
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の
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島
・
８

月
９
日
南
の
長
崎
の
原
爆
の
日
に
も

同
様
に
黙
と
う
を
し
ま
し
よ
う
。
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ご
寄
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あ
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ご
ざ
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し
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岡
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▼
み
か
わ
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民
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組
合
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ー
プ
岡
崎
セ
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タ
ー
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▼
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会
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萱
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3
・
８
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旬
社
会
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祉
協
議
会
善
意
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▼
投
友
会
▼
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朝
子
▼
岡
崎
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▼
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で
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ー
ク
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つ

く
で
会

旬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
中
部
本
部

｜

岡崎墓園のお墓参りは
名鉄バス(臨時増発)で

保健課斎場担当
容46・3260

■運転区間　東岡崎～岡崎墓園

■運賃(片道)大人[〉490円、小人[〉250円

●－●－●－●－●－●－●－●－●－●－●一●--●－●－●一●－●
（
岡
崎
墓
園
）
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町
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市
役
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中
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馬
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田
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康
生
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殿
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明
大
寺

東
岡
崎
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東岡崎発

岡崎墓園着

岡崎墓園発　9:10　10:10 10:55 n:P5 12

　　　　　　　　↓　　↓　　↓　　↓東岡崎着　9:34　10:34 11:19 11:43 12

B5 14:17 16

　　↓49 14:41 16

03

27

　　　・・・岡崎墓園墓地利用者のかたへ・・・

　あなたの墓地には雑草が生えていませんか。迷惑墓地にならない

ように、適切な管理をしてくださるようお願いします。

舟岡崎市の入口舟

2000年7月｜日現在

　男　　170,215人　142人増

　女　　169,136人　197人増

　計　　339,351人　339人増

世帯数119,731世帯203世帯増

四際● 圈

-

平成lS年

-

平成I1年

-

比較

At 死傷者

死者 負傷者

-

1,424人

-

1,369人

-

十55人

|,209件 II人 1,413人

1,211件 14人 1.355人

－2件 q人 + 58人

注) 死名数は、事故死生から2時川以内に死亡した人です。

「夏休み子どもの仙きに気をつけて」

藤井達吉のﾃ岫ﾝｶﾉ販売

　　　　1｀’゛　　

-　-・W

　　　　　　　　　　　J〃　　　　　.，－ふヽで　　　　JSIト＿．＿

　　　　　　馬誤tt.し･

　所蔵品の中核をなす藤井達吉の芸術

作品を身近に知っていただくために、

テレホンカードを制作しました。

　ぜひ、この機会に市美術館でお求め

ください。

●使用作品　日本画「出現」

・制作部数800枚

・価格1,000円(50度１枚入）

市美術館昔5 1・4280

岡崎市医師会健康教育講座

圖日時　８月20日（日）午前10時～正午

■場所医師会館講堂（竜美北２丁目）

・テーマいつまでも良く見えるために

■講師藤田保健衛生大学眼科学教室

　　　　主任教授堀口正之氏

・入場料無料（参加自由）

岡崎市医師会容52・1 57 1

ｅ



第8回市民ｸﾗｼｯｸ・コンサート→」

日

場

出

時

所

演

８月31日床）午後６時45分開演（午後６時開場）

市民会館ホール

名古屋フィルハーモニー交響楽団

指揮　小林　研一郎

独奏　小林　美恵（ヴァイオリン）

　スメタナ／交響詩「モルダウ」

　チャイコフスキー／ヴァイオリン|烏奏曲ニ長調作品35

　ムソルグスキー（ラヴェル編曲）／組曲「展覧会の絵」

人場料／＜全指定席＞Ｓ席…3.00則　Ａ席…2.500円
収扱場所／文化振興課（本館2階正而玄閔人って右豊23 ・ 6432）

　　　　　容23 ・ 3838)　フカヤの店（康生通東豊21 ・ 3107）

そのflli／就学前のお子様の入場はご遠慮ください。

富上プレイガイド（康生クレオ地下l階

剃回軋い音楽講座～音楽。プリズム～

第1回

第2回

第3回

日時

場所

歌曲と器楽曲
の世界

と
サ

楽
ン

邦
ア

　　　　　　聴いて楽しく、親しみ深い曲をピックアップ。今回も岡

　　　　　崎に縁のある音楽家を迎え、解説つきでお送りします。

　ヴェルディ「乾杯の歌」やラヴェル「亡き王女のためのパヴァーヌ」、サラサ

ーテ「チゴイネルワイゼン」ほか、Ill:界の歌曲、名曲特集。日本からは、４月

に亡くなられた中川喜直氏の歌曲をお川けします。

i羊楽　　　　政楽講座では初めて、邦楽演奏家を招いてのコンサートです。岸軽三昧線の

ンブル世界や囚槌損の三昧棉で奏でられる現心|||「三絃匹I市奏」を

オペラ誕生
400年

　1600年、イタリアでオペラが上演されて以来、多くの名曲が生まれてきまし

た。モンテヴェルディからプッチーニまでのアリアの饗宴をお楽しみください。

第１回10月27日金　第２回11月17日（金）第３回12月１日（匍

午後６時30分開演（午後６時開場）　　　　　　　　　　　　，

せきれいホール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

入場料／＜全自由席＞３回通し券…3.000円　l|y|券…1,500円（チヶツト発売8JJ1OII困~）‾;

収扱場所／「市民クラシック・コンサート」チケット取扱場所及びハーモニー（竜美南き55 ・ ]51'1>

その他／就学前のお子様の入場はご遠慮ください・　　　　　　　　　　　　　。－　J・・。

問い合せ先 文化振興課振興班豊23・B432

■編集・発行　広報課／岡‾瞼剛東國〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地　豊0564・23・6495 (代表)

　　■　　　　　　　　　　　　　　　　●･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿－　　　　　^に■岡崎市ホームページhttp:がｗ　ｗｗ.city.okazaki.aichi.]P
^_ ^^ ^

零
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